
   都市公園の体系 

＜公園体系による各種公園の特色づけ＞ 

◆ 北九州市の公園体系 

・シンボル公園は、都市の顔として都市レベルから全国レベルまでの様々な行事や催しに

対応するとともに、都心部の貴重な憩いの場となる公園です。 

・広域拠点公園は、文化、スポーツレクリエーションの中心となり、広域的な利用に対応

する公園で大規模な６公園とします。 

・地域拠点公園は、地域の日常的な文化、スポーツ活動の中心となる公園で、各区2～3

公園とします。 

・身近な公園は、市民の日常生活と密着したレクリエーションやコミュニティ活動の中心

となる住区基幹公園で、小学校を単位に配置します。 

・風致、特殊公園は、本市の自然や景観、歴史を享受したり、また、レジャーを楽しむ公

園です。緑地、緑道は、市街地において連携した緑や快適な散策空間となる公園です。

その他の公園：風致・特殊公園、緑地、緑道 等 
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  種別：総合公園 

（勝山公園） 

種別：広域公園など 

（和布刈公園、山田緑地、長野緑地、響灘緑地、 

中央公園（到津の森公園）、本城公園） 

種別：総合公園、運動公園など 

（大里公園、三萩野公園、文化記念公園、高塔山

公園、桃園公園、香月中央公園、夜宮公園など） 

種別：街区公園、近隣公園、地区公園 

種別：風致公園（瀬板の森公園など） 

種別：特殊公園（白野江植物公園など） 


